
叔
母
の
住
む
池
月
苑
は
戦
火
の

宇
治
川
駆
け
る
駒
の
名
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

満
開
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
の
芳
し
い

香
に
包
ま
れ
て
悩
み
忘
れ
る

　
　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
ミ
ヤ
子

花
筏
い
つ
し
か
音
も
な
く
失
せ
て

川
面
に
雲
の
ふ
た
ひ
ら
み
ひ
ら

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
﨑
　
フ
ミ

差
し
伸
べ
し
手
に
ふ
れ
る
が
に
舞
ひ
お
り
て

ゆ
っ
く
り
去
り
ぬ
夏
の
日
の
蝶

　
　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
八
重
子

し
な撓
ふ
ほ
ど
伸
び
逞
し
き
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

若
竹
や
五
感
新
に
又
明
日

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
今
長
谷
久
子

史
蹟
へ
と
続
く
小
道
の
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

一
人
居
の
落
ち
着
く
暮
ら
し
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

青
嵐
絵
馬
か
ら
か
ら
と
裏
返
す

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

苔
の
花
山
気
清
浄
な
る
古
刹

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

青
嵐
宰
府
の
木
々
を
唸
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

今
着
き
し
は
が
き
立
読
む
青
嵐

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
ふ
じ
子

太
閤
の
睨
み
し
岬
南
吹
く

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

上
り
坂
息
継
ぎ
行
か
む
紅
葵

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
由
美
子

余
生
な
ほ
生
き
行
く
証
し
梅
漬
け
る

　
　
　
　
　
太
宰
府
市
／
福
島
久
美
子

母
の
日
や
残
さ
れ
し
娘
の
十
三
年

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

母
の
日
や
逝
き
て
七
日
ま
だ
七
日

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

痩
せ
古
り
し
魚
板
の
音
も
五
月
雨
る
る

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

を
さ
な
児
の
眼
の
な
か
の
金
魚
た
ち

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

イ
ラ
イ
ラ
だ
独
裁
者
ら
の
身
勝
手
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

智
恵
絞
り
身
辺
整
理
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

ロ
ボ
ッ
ト
に
支
配
さ
れ
そ
う
近
未
来

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
し
ず
え

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
政
治
世
界
を
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

そ
こ
そ
こ
の
自
家
菜
園
は
無
農
薬

　
　
　
　
　
　
二
日
市
／
吉
田
　
敬
子

南
風
強
し
船
は
迂
廻
の
芥
屋
大
門

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

霊
山
の
雲
を
払
ひ
ぬ
大
南
風

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

茅
屋
の
低
き
軒
端
や
立
葵

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

う
た
た
寝
の

つ
ま夫

に
さ
ら
り
と
夏
布
団

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

ミ
シ
ン
目
に
切
れ
ぬ
切
手
や
梅
雨
寒
し

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

午
後
七
時
過
ぎ
て
も
あ
か
る
い
晩
春
の

夕
焼
け
空
を
じ
っ
と
見
守
る

　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
山
本
　
憲
一

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵
選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
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x
c
h
a
n
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e
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o
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韓国の「ファン文化」
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　近年、日本のK-POPファンの間でも親しまれるようになった韓国の「ファン
文化」は、世界のエンターテインメント市場において独自の存在感を示してい
ます。その特徴の一つは、ファンが単にスターのコンテンツを消費するだけでな
く、認知度向上やプロモーション活動にも積極的に参加する点にあります。
　代表的な例が、地下鉄の駅やバス停、街頭ビジョンなどに掲載される「応援
広告」です。これは誕生日やデビュー記念日、新曲のリリースなどを祝うとと
もに、より多くの人々にスターの魅力を知ってもらう機会としても活用されて
います。また、音楽番組での好成績を目指し、ファンコミュニティが組織的に
音源ストリーミングや各種投票に参加する「総攻(チョンゴン）」文化も、韓国
ファンコミュニティを特徴づける要素の一つです。
　さらに、韓国のファンは推しの名前で寄付活動を行ったり、記念の森を造成
したり、災害復旧支援のボランティア活動に参加したりするなど、社会に良い
影響を与える活動にも積極的に取り組んでいます。
　日本ではグッズ収集やライブ観覧を中心とした応援が比較的目立つ一方、
韓国ではファン同士が連帯しながらスターの成長や成功を後押しする文化が
発達してきました。こうしたファンとスターの強い結びつきや積極的な参加文
化は、K-POPの世界的な成長と拡大を支える重要な原動力の一つとなってい
ます。

花材：ギガンジューム、シュロ、
オクラレウカ、黄梅　ほか

池坊
かわさき
川嵜

じゅん  こ
純子

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
奈
良
・
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
日
本

の
対
外
関
係
は
外
交
使
節
の
往
来
が
そ
の

主
流
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
宰
府
は
本

年
４
月
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
律
令
に

定
め
ら
れ
た
ば
ん
か
く

蕃
客
・
き
　
か
帰
化
・
き
ょ
う
え
ん

饗
讌
と
い
う

規
定
に
基
づ
い
て
そ
の
対
外
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
使
節
外
交
に
も
変
化
が
お

こ
り
ま
す
。
朝
鮮
半
島
の
し
ら
ぎ

新
羅
と
の
外
交

で
は
、
日
本
へ
の
新
羅
使
派
遣
は
奈
良
時

代
末
が
最
後
で
す
。
日
本
か
ら
の
遣
新
羅

使
も
同
時
期
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
結
果
論
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期
の
歴
史
的
経
緯
を

跡
づ
け
る
と
、
最
終
的
に
新
羅
と
の
国
家

間
の
通
交
が
全
く
期
待
で
き
な
く
な
る
の

は
平
安
初
期
の
承
和
年
間
（
８
３
４
〜
８

４
７
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
中
国

へ
の
遣
唐
使
も
寛
平
６
年
（
８
９
４
）
の

菅
原
道
真
の
進
言
に
よ
っ
て
派
遣
が
沙
汰

止
み
と
な
り
、
自
然
消
滅
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
と
入
れ
違
う
よ
う
に
、

海
を
渡
っ
て
交
易
に
携
わ
る
商
人
た
ち
、

す
な
わ
ち
海
商
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
９

世
紀
前
半
の
こ
と
で
す
。
記
録
の
う
え
で

は
当
初
は
新
羅
商
人
、
の
ち
に
は
唐
商
人

と
み
え
ま
す
が
、
日
本
が
新
羅
商
人
の
排

除
に
動
く
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
自
称
を
変

え
た
可
能
性
が
あ
り
、
両
者
に
大
き
な
差

異
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
世
界
に
目
を
転
じ
る

と
、
十
世
紀
は
激
動
の
時
代
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
東
ア
ジ

ア
世
界
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
続
け

て
い
た
唐
帝
国
が
９
０
７
年
に
滅
亡
し
た

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
中
国
大
陸
は
五
代

十
国
と
い
う
分
裂
の
時
代
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
に
連
動
す
る
よ
う
に
朝
鮮
半
島
で

も
、
統
一
新
羅
の
弱
体
化
と
と
も
に
、
９

世
紀
末
〜
10
世
紀
初
頭
に
ご
く
だ
ら

後
百
済
、
後
高

句
麗
の
建
国
が
あ
り
、
や
は
り
後
三
国
時

代
と
呼
ば
れ
る
分
裂
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
天
慶
の
乱
（
平

将
門
の
乱
・
藤
原
純
友
の
乱
）
が
勃
発
、

従
来
の
り
つ
り
ょ
う
こ
っ
か

律
令
国
家
に
よ
る
支
配
体
制
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
、
武
士
階
級
の
誕
生
を

促
し
ま
し
た
。
ま
た
摂
関
政
治
が
常
態
化

し
て
、
新
た
な
国
家
体
制
が
出
現
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
唐
の
滅
亡
に
端
を
発
す
る

10
世
紀
の
激
動
を
東
ア
ジ
ア
世
界
の
画
期

と
し
て
捉
え
る
見
方
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
東
ア
ジ
ア
の
対
外
関
係
を
考
え
る
と

き
、
唐
の
滅
亡
よ
り
も
む
し
ろ
先
に
述
べ

た
海
商
の
登
場
を
重
視
す
べ
き
と
の
見
方

が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
私
も
こ
れ
に
賛
成

で
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
海
商
の
登
場
に

よ
っ
て
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
回
（
12
月
号
掲
載
予
定
）
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
し
げ
ま
つ

重
松
と
し
ひ
こ

敏
彦

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

148

大
宰
府
の
対
外
的
機
能
⑵

　〜
海
商
の
登
場
〜

ご
こ
う

く
　
り

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年６月 貸出開始資料から

●その他の本 お酢推すレシピ(岩間明子／著) 建築トリック謎解きガイド(安井俊夫／著) 読書ス
タディーズ(桜井政成／著) 健康長寿解剖図鑑(島影真奈美／著) 季節を味わうわたしの保存食(若
山曜子／著) はじめての熱帯果樹(三輪正幸／著) 山の天気入門(猪熊隆之／著) 水の世界史(ジュ
リオ・ボカレッティ／著) 思考のストレッチ(田村正資／著)

●小説・エッセイなどの文学　野球が好きすぎて 2021-2025 (東川篤哉／著)　文豪てくてく散歩(進
士素丸／著)　掌より愛をこめて(阿刀田高／著)　ビューティフルワースト(川瀬七緒／著)　氷河期のゴ
ミ(櫛木理宇／著)　横浜共同租界(佐々木譲／著)　江崎クリーニング店の娘(鈴木るりか／著)　テロル
(月村了衛／著)　雨が降ったら(寺地はるな／著)　こうやって作家は言葉を紡ぐ(小川哲／著)　ジュビ
リー(アリス・マンロー／著)　もし血が流れれば(スティーヴン・キング／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19
26

2
9
16

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

8月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

23
30
24
31

『文豪てくてく散歩』
進士素丸／著

（KADOKAWA）

『お酢推すレシピ』
岩間明子／著
（主婦の友社）

『野球が好きすぎて
　2021‐2025』　
東川篤哉／著　
（実業之日本社）
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